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薦
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本
協
定
は
「
国
民
生
活
の
基
盤
は
安
定
し
た
社
会
保
障
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確
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し
て
い
る
こ
と
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前
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で
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あ
る
」
と
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点
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わ
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た
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氏
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も
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民
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場
に
立
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た
医
療
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策
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推
進
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
署
名
捺
印
し
た
。

協定事項

一、医療再生のため、ＯＥＣＤ諸国平均並みの国民医療費

(対ＧＤＰ比)を確保するとともに、患者負担を軽減する

一、現在医療機関において損税となっている消費税問題を

解消する

一、医業(社会保険診療報酬)への事業税非課税措置を存続

する

一、国の医療政策の最前線にあって医療を提供している地

域医師会の存在意義を理解し、より良き医療提供に協

働する
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医 療 政 策医 療 政 策
西
島

英
利

安
藤
た
か
お

医療の安心・
安定のために。

○国民皆保険制度を
守り抜く

○安心・納得の
医療環境づくり

○医師研修システムの
構築

○医療機関に対する
税負担の減免

○医療従事者への所得
補償制度の導入

人を大切にする政策
実現で国民の生命を
守りたい！

○医療提供体制の機能
不全(医療崩壊)を阻
止します

○国民に質の高い医療･
介護を提供出来るよ
う努力します

○医療・介護従事者が
安心して働けるよう
努力します

○医療・介護経営の安
定化を図ります

西 島 英 利 氏 ６ 年 間 の 活 動 実 績西 島 英 利 氏 ６ 年 間 の 活 動 実 績
・ ・ ・ ・

小泉医療敵視政権下での闘い！

・混合診療阻止

・医療制度改革関連法案を骨抜きにする

21項目附帯決議の書き込み

・医療保険免責制導入阻止

・医師免許更新制阻止

・無過失補償制度確立

・毎年2200億円医療費削減の撤廃

政権交代後も活躍!!

・地域医療再生補正予算停止の追及

・必要なインフルエンザ対策予算の要求

・肝炎対策基本法の提出

・診療報酬ワーキンググループの立ち上げ

・他院受診問題の追及

・子ども手当の矛盾追及

昭和23年生

昭和52年 日本医科大学卒

平成10年 日本医師会常任理事

平成16年 参議院選挙に初当選

参議院厚生労働委員会委員

自民党厚生労働部会

診療報酬ワーキンググループ主査

昭和34年生

昭和59年 日本大学医学部卒

平成15年 東京都医師会理事

日本医療法人連盟副委員長

全日本病院協会副会長

日本慢性期医療協会副会長




